
水戸市中心市街地活性化協議会『定時総会』報告書 

【日 時】 令和６年６月２６日（水） 午後２時００分～午後３時００分 

【場 所】 水戸商工会議所 第１会議室 

【出 席 者】 会員９人、委任状１人、オブザーバー３人、専門部会長２人、 

水戸市オブザーバー２人 

【議 長】 内藤 学 会長 

【報告事項】 （１）令和５年度 水戸市中心市街地活性化基本計画の定期フォローアップに関する

意見について 

（２）水戸のまちなか大通り等魅力向上検討協議会について 

【審議事項】 ・議案第１号 令和５年度事業報告承認の件  

・議案第２号 令和５年度収支決算承認の件 

・議案第３号 令和６年度事業計画決定の件 

・議案第４号 令和６年度収支予算決定の件 

・議案第５号 運営委員および運営委員長選任の件 

・議案第６号 協議会構成員の件 

【報 告 者】 水戸市中心市街地活性化協議会 事務局（水戸商工会議所 産業振興課内） 

 

令和６年度水戸市中心市街地活性化協議会『定時総会』を開催した。 

１．あいさつ  内藤 学 会長 

規約により内藤会長を議長に協議に入った。 

 

２．報告事項 

（１）令和５年度 水戸市中心市街地活性化基本計画の定期フォローアップに関する意見について 

・定期フォローアップの報告書について水戸市より説明をいただいたのち、提出した意見書について

事務局から報告した。 

 

 （２）水戸のまちなか大通り等魅力向上検討協議会について 

〇同協議会の事務局長を務める三上副会長から令和５年度の事業報告と令和６年度事業計画につい

て報告された。                                                          

・令和５年度は令和 6 年 2 月 3 日～3 月 31 日にかけて、試行・実証実験「水戸まちなかリビング作

戦 2023」を実施。「歩行者利便増進道路制度（通称：ほこみち）を活用し、大通りの歩道に公共駐

輪場やパークレット（車道の一部を転用して作られた歩行者のための空間）を設置した。 

・令和６年度の実証実験（水戸まちなかリビング作戦）は、9/28～10/30を予定。その他、まちなかの商店が周

辺施設（市民会館、芸術館、京成百貨店など）のイベントに関心を持ち、連携する仕組みや、プロスポーツ

（水戸ホーリーホック、茨城ロボッツ）に関心を持ち、一緒に盛り上がるような仕組みづくりも検討する。 

・全国的に希少価値の高いローカルメディアの水戸公衆放送（現在は㈱M-SPO が運営）と連携し、まちなか

の価値を高めていく。 

 

３．審議事項 

【議案第１号】令和５年度事業報告承認の件 

【議案第２号】令和５年度収支決算承認の件 



【議案第３号】令和６年度事業計画決定の件 

【議案第４号】令和６年度収支予算決定の件 

【議案第５号】運営委員および運営委員長選任の件 

【議案第６号】協議会構成員の件 

      

○【議案第１号】と【議案第２号】は関連であることから、議長は一括しての審議を提案。 

・事務局から事業報告書、収支決算書について資料をもとに説明。 

・小田部監事が令和５年度収支決算について、証憑書類と照合した結果、適正であったことを報告。 

その後、質疑応答としたが、質疑・意見等はなく、事業報告および収支決算は承認された。 

                                          

○【議案第３号】と【議案第４号】は関連であることから、議長は一括しての審議を提案。 

・事務局が事業計画および収支予算について資料をもとに説明。 

その後、質疑応答としたが、質疑・意見等はなく、事業計画および収支予算は承認された。 

 

〇【議案第５号】と【議案第６号】は関連であることから、議長は一括しての審議を提案。 

・事務局から茨城大学・田中教授の退職に伴い、運営委員長および茨城大学からの協議会構成員、

運営委員が空席となっている旨を説明。 

・規約では「協議会の同意を得て会長が指名する」こととなっていることから、内藤会長は運営委 

員長に文化デザイナー学院の荒井校長、協議会構成員・運営委員に田中教授から推薦のあった茨 

城大学 人文社会科学部 法律経済学科の今村教授を指名し、出席者に諮ったところ承認された。 

 

以上で、予定した議案は終了。 

 

４．その他 

最後に、出席したオブザーバーの方々から意見をいただいた。 

〇国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所 計画課企画係長 成家 氏 

・大通り協議会が活用している「ほこみち制度」の窓口機関として、引き続き街づくりに協力して 

 いく。 

 

〇茨城県産業戦略部 中小企業課経営支援室長 海野 氏 

・各自治体がそれぞれに空き店舗対策を行っているが、県としては各自治体の支援策を取りまとめ、 

移住促進と併せてＰＲを図っていきたい。今年度中にそのような取り組みができればと考えてい 

る。 

 

〇水戸警察署 地域第一課長 谷村 氏 

・警察の立場として、厳しい意見をだすときもあるが、引き続き安心、安全なまちづくりのため、 

協力していきたい。 

 

 

 以  上 


